
小津安二郎監督生誕120年記念講座

―「小津安二郎日記」「竹内浩三日記」にみる学生生活―
“世界のOZU”を育んだ伊勢の地と山中

2023年に生誕120年を迎える世界的映画監督「小津安二郎」。記念講座として、あまり知ら
れていない「小津の中学校時代の日記」を取り上げます。彼が通った宇治山田中学校（山中）
での生活を綴った日記を読み解き、当時の様子や映画との接点を中心に講座を開催します。
講座では山中(やまちゅう)の先輩である18歳年上の若き小津監督に憧れ、プロの映画人を
目指した詩人「竹内浩三」が残した「日記」も紐解きます。それぞれの日記を通じ山中での
青春時代を知ることで、二人の実像に迫り、「映画と詩作」の原点にも触れていきます。
5回の講座を通じて、「若き日の小津安二郎」を知っていただき、“世界のOZU”と伊勢の
繋がりを伝えていきたいと思います。
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小津安二郎日記 竹内浩三日記

「小津安二郎松阪日記　大正7年･10年」
2022年12月12日 発行（松阪市）

「昭和十二年当用日記」（本居宣長記念館蔵）
昭和12年1月1日～ 12月15日

1903年東京深川に生まれる。小学4年生の時に父の故
郷、松阪へ転居。1916年宇治山田中学校に入学する。
1921年卒業。1922年飯南郡宮前村（現松阪市飯高町）の
宮前尋常小学校（現宮前小学校）の教員となる。1923年
松竹キネマ蒲田撮影助手として入社。1933年「キネマ
旬報」でベストワン監督に選ばれ、多くの作品を残す。
2012年英国映画協会主催の世界の監督が選ぶ作品に
「東京物語」が第一位に選ばれる。

小津 安二郎（おづ・やすじろう）1903～1963
1921年宇治山田市（現伊勢市）吹上に生まれる。宇
治山田中学校から1940年日本大学専門部（現芸術学
部）映画科入学。1942年、友人らと「伊勢文学」を創
刊し、詩や短歌小説を発表した。9月に久居の中部第
38部隊に入営。1945年フィリピンで戦死（享年23歳）。
戦後、詩人・表現者としての評価が高まり『定本竹内
浩三全集　戦死やあはれ』など多くの書籍が刊行さ
れている。

竹 内 浩 三（たけうち・こうぞう）1921～1945

1940年津市生まれ。高校教員を経て三重大学非常勤講師、愛知淑徳大学教授を歴任。現在、映画評論家として精力的に執筆活動を行っている。
一行詩提唱者。「小津安二郎生誕100年（2003）」の三重映画フェスティバル2003実行委員会会長。小津監督に関する著作として『松竹大船映画 小津安二
郎、木下恵介、山田太一、山田洋次が描く＜家族＞』（創土社 2000年）、『伊丹万作とその系譜―異才たちの日本映画史』（大月書店2015年）。他著作多数。

吉村英夫（よしむら・ひでお）

1992年神奈川県生まれ。早稲田大学文化構想学部卒業。清春白樺美術館学芸員を経て2021年より松阪市の小津安二郎松阪記念館研究員となり、
現在に至る。『小津安二郎松阪日記』（2022年松阪市）の執筆、編集を担当する。

岩岡太郎（いわおか・たろう）

1995年度会郡南伊勢町生まれ。2014年皇學館大学入学。古代史を専攻しつつ考古学と伊勢の歴史文化について学ぶ。2018年卒業と同時に伊勢
市文化振興課に採用。22年より伊勢市文化政策課の学芸員として採用。伊勢民俗学会、伊勢山田傘の会、竹内浩三を伝えゆく会の会員としても活動中。

山本翔麻（やまもと・しょうま）
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